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見 積 書や 内 訳書 に 値入 れさ れる単 価 の性 質 は，

さま ざ ま な要 因に よっ て 変わ る。 ここ で単 価 の性

質と いう の は， 元 下 取引 実 際単 価の 予 測値 で ある

の か
，

そ れ を マ ー ク ア ッ プ あ る い は マ ー ク ダ ウ ン

した 値 であ る のか， という 違 い を主 と して 指 して

い る。 簡 単 に す る た め こ の 前 者 を コ ス ト 単 価， 後

者 を プライ ス単 価 と 呼ん でい く。 こ の 違い を左 右

す る おも な 要因 と して， 内訳 書 の書 式 （フ ァセ ッ

トＣ）， 間接 費や 利 益 の配 賦 の方 法 （Ｄ）， 契約 方

式 （Ｅ） な どが 挙 げら れる。 契約 方 式 と して は，

と り あえ ず， 総価 契約（ラ ンプサ ム）， 単 価契 約（ユ

ニ ッ ト プ ラ イ ス 契 約
，

リ メ ジ ャ メ ン ト 契 約）
，

実 費

精 算 （コ ス ト プラス フィ ー） 契約 の３ 方 式 の原 型

を 念頭 に 置い て 議論 する。

ま ず， 見積 書や 内 訳 書の 書式 に よっ て， 値 入 れ

さ れる 単 価の 性質 が どう 変 わる か を見 て いこ う。

１． 内 訳の 単価が ない方 式

（１） 内訳が一切ない書式

内 訳 がな く， 総 額 だ けあ るい は総 額 と税 金相 当

分 だけ が示 さ れる。 元来 の 総価 契約（ラ ンプサ ム）

方式 で は， 与 えら れた 設 計 図書 に対 す る総 額 だ け

の提 示 でも 契約 は 成立 す る。 床 面積 当た り 単価 が

総額 の 下に 示さ れ るこ と が多 い が， こ れ は内訳 の

単 価 で はなく， 別 の意 味 の単 価 であ る。 現 実の 総

価 契約 方式 は変 更 処理 な どい ろ いろ な 必要 か ら単

価契約的要素や実費精算的要素をもとり入れた複

合 的 な総 価契 約 にな って お り， 内 訳 書式 が整 備 さ

れ， 数量， 単 価 が間 題に さ れる の が普 通 であ る が，

総 価 方式 の原 型 は 「内訳 書 な し， 単価 な し」 だっ

た と 考 え る こ と も で き よ う。

（２） 内訳はあるが細目単価がない書式

た とえ ば科 目別 内 訳書 が あっ て， 細 目の 数 量や

単価 は示さ れ な い方 式 であ る。 し いて い え ば， 項

目 毎 に 一 式 と い う 単 位 と １ と いう 数 量 が 表 示 さ

れ， そ の 単価 と 金額 は 同 じ数 字に なる。 英 国に は，

この レベル の 内訳 が 総額 と とも に契 約 の一 部 とな

り， 中 間支 払 いも この 単 位 でなさ れる 契約 方 式が

ある。 値入 れ した 数量 書 （Ｐｒｉｃｅｄ ＢＱ） を 使う 代

わ り に ス ケ ジ ュ ー ル ・ オ ブ ・ ア ク テ ィ ビ テ ィ と い

う い わ ば工 種別 価 格内 訳 表と でも い うよ う な書 式

を用 いる 方 式 である。き わ めて 少 数 派で はあ る が，

消 え て い く よ う で も な い
。

ＡＣＡ ／ ＢＰＳ シ ス テ ム と

いうこコンサ ルタ ン ツア ーキ テク ト団 体と 不 動産 系

発 注 者団 体 によ る契 約 方式 に ある。 最近 開 発さ れ

た 新 エ ン ジニ アリ ン グ 契 約 約 款ＮＥＣの 体 系 申 の

一 方 式 Ｐｒ１ｃｅｄ ｃｏｎｔｍ ｃｔ ｗｉｔｈ ａｃｔｉｖｉｔｙ ｓｃｈｅ ω ｅ な

ど も こ れ に 該 当 す る （文 献１
，
２）。

わが国の内訳書標準書式の科目内訳書も一見こ

れ に 似 て い る。 し か し， こ の 場 合 は こ の 下 に 細 目

の 数量 書 や内 訳 書が 先 にあ って， その 総括 と して

の科目内訳書や種目内訳書という書式体系の一部

で ある に 過 ぎな い。 つま り、 細 目 の単 価 をも つ内
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訳 書 がべ 一ス に なっ て いる 方 式 である から， こ の

部 類 に は入 らな い。

畷
［数量×単価］部門だけの

２
． 内訳書式ではプライス単価になる

項 目別 の 数量， 単価， 金額 と いう 行 が並 ぶ部 門

（内 訳書 式 内の 大 項目 ある い はセ ク ショ ンを以 下

では 部門 と 呼 ぶ） だ けか らな る 内訳 書 式 がある。

すな わち， 間接 的 な費 用 を書 き 込む 部 分 が一切 な

い書 式 であ る。 こ れ は， 単価 契 約 （単 価請 負） と

いう 契約 方 式に お いて 英 米な どで使 わ れて いた。

概 算 数量 書 （ＡｐｐｒｏｘｉｍａｔｅＢＱ） を 使う 方 式 は，

総価 契約 では なく， この 単価 契 約の 一 種 だと 考え

ら れ て い る。

内訳書各行の金額の合計である総額も表示はさ

れ， 入札 の 際 の評 価 の対 象 にも なる が， 仮 の 総額

に過 ぎず， あく ま で も各 項 目の 単価 が 主た る 契約

事項 で ある。 総価 確 定契 約 に対 して， こち ら は単

価確 定 契約 と いう 意 味の 方式 である が， こ れも請

負 的性 質 を持 つ。 「単 価」と いう 情 報が 契 約上 も最

も 重要 な 事項 とな る 方式 で ある。 もち ろ ん， その

項 目の 仕 様が 与 えら れ， そ の 仕様 と概 略 の数 量規

模 に対 応 する 単価 で ある。 こ の数 量の 一 部に は一

式 とい う 単位 が混 じる こと も ある が， そ の一 式 に

対 応す る 金額 も 確定 単価 である， とい う 意 味に な

る
。

こ のよ う な書 式 を使う 場 合 の単 価 は どん な性 質

の も の に な る だ ろ う か。 い う ま で も な く， こ の 書

式 で は， 間 接費 はす べ て単 価 の 中に 配分 さ れる。

つ ま り， 単 価 は い わ ゆ る コ ス ト 単 価 で は あ り え ず，

プ ラ イ ス 単 価 に な る。 し か も， す べ て の 間 接 費，

利 益 とい っ た プライ ス 的 な要 素 がフ ル に単 価 に包

含さ れる と いう 意 味 で， フル プ ライ ス単 価 と でも

呼 べる よう な 性質 の 単価 であ る。 い ず れ に しろ，

間接 費 の費 目 が設 け てな いよ う な 内訳 書式 を用 い

る場 合 にお い て は， 〔数 量× 単 価］の部 門 にお ける

単価 は決 して コス ト単価 （元下 で 取め る単 価 そ の

も の， ある い はそ の 予測 値） では あり え ない。 必

然的に元講 けの一般 管理費や利 益を含 んだ単価

（プライ ス 単 価） に な らざ る を得 ない。 この こ と

は， 契 約 方式 が単 価 契約 でない 場 合 であっ て も，

こ の 形 式 の 内 訳 書 式 に よ る 限 り は 常 に そ う 言 え

る
。

さ らに い え ば， 形 式上 の 書式 は この 形 でな くて

も， 実質 的に は ここ で挙 げた書 式 に近 い 性質 に な

る 場 合が ある。 た と え ば， わ が国 の民 間 工事 の 見

積 り明 細 書 （客 先提 出内 訳 書） は， 書式 上 は後 述

す る ４
． の よ う に 諸 経 費 な ど の 部 門 を も ち，

か つ，

総価契約でもあるが， 発注者の認識や業界の慣行

か ら， 実 質上 は ここ で いう ［数量 Ｘ 単価］ の み の

内 訳 書 式 に近 い 機 能 に なり， そ こに 値入 れさ れる

単価 の一性質も フル プライ ス 単 価に近 く なっ てい る。

鰯
［数量×単価］部門と

３
． ［現場聞接費］部門を持つ書式

こ れ は，２ 部 門 から なる 内 訳書 式 の一 つ であ り，

英国 系 諸国 での 最 も一 般 的な 内 訳書 式 であ る。 そ

こ で は， ［数 量×単 価コ の 集 合 か ら 構 成 さ れ る

Ｍ ｅａｓｕｒｅｄ Ｗ ｏｒｋ の セ ク ショ ン と Ｐｒｅ１ｉｍ１ｎａｒｉｅｓ （ あ

る い は Ｐζｅ１ｉｍｉ撮ａｒ豆ｅｓ ａｎｄ Ｇｅｎｅｒａｌ Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎｓ）

のセクションが ある。 前 者 は発 注 者 側 か ら与 え られ

る公開数量書に値入れする工種別または半部分別

の 詳 細 な 細 目 の 集 合 で あ る。 後 者 の プ レ リ ミ ナ

リー ズ の一 般 的項 目 は数 量積 算 基準 （ＳＭ Ｍ６や７）

な どに 示さ れ て いる が， お およ そわ が 国 でいう 共

通仮 設 費 と現 場 経費 を合 せた 内 容 に近 い。 こ こ で

は簡 単 のた め に日現場 間 接費コと した が， プロ ジェ

ク ト間 接 費と いっ て もよ い かも しれな い が， どち

ら も 正 確 な 意 味 で は な い。 （な お， ２ 部 門 と は し）っ

た が
， 予 備 費 （コ ン テ ィ ン ジ ェ ン シ ー） や 保 険 料，

税 金等 が大項 目 また は部 門 と して 付く が， こ れ ら

を ひ と ま ず 除 外 し て ２ セ ク シ ョ ン と 見 な し て い

５９



る。
）

この 内訳 書 式 のい ち ぢる しい 特 徴 は， 本支 店経

費 ある い は一 般管 理 費 （Ｇｅｎ 舳１０ｖｅ｛ｅａｄ） や利

益 を表 示す る 部門 が 存在 し ない， ある い は定 まっ

て い な い こ と で あ る。
こ の よ う な 書 式 で は

，
単 価

の性 質 は どの よう な も の に なる だ ろ う か。 それは

一 般管 理費 等をどこに入 れるかによって 変 わってくる。

す なわち， 一般 管 理費 や利 益を

① すべ て プ レリ ミナ リー ズ 部 門に 入 れる。

② す べて 単価 の な かに 配分 す る。

③ 両部 門 に配 分 する。

④ プ レリ ミナ リ ーズ 部 門に は ∵切 値入 れ しな

い
。

な どが 原理 的 に考 え ら れる。 ① で はコス ト単 価 で

あり得るが， 直接工事の項目間で値入れ単価を操

作 できる か ら常 に そう と はい え ない。 ② 以 下 では

コ ス ト 単 価 で は あ り え な い。 こ の 点 に つ い て
，

英

国で実務経験をもっておられる佐藤隆良氏等に教

えを乞 い， 入札 者 が 数量 書に 値 入 れする 単 価 は入

札 者 が発 注 者に 提示 す る プライ ス だ とい う の が普

通 の 考 え方 だ と教 えて いた だ いた。 のち に 香港 や

オ ース ト ラリ ア の建 築 積算 関 係考 に 聞い たり， イ

ンター ネ ッ ト でア ンケ ー ト して 得たわ ず か な回 答

でも同 様 で あっ た。 ④ も あり， そ の 形 を推 奨す る

オ ース ト ラリ ア の公 共 発注 者 もあ るよ う であ る。

そ の と き は フ ル プ ラ イ ス 単 価 と な る。

そう する と， 一 般 管 理費 等 を① ～④ の どの 方 針

で配賦 し値入 れ する の か， まち ま ち にな って しま

う の で は， と 心配 さ れる。 英国 の 積算 関係 文 献の

いく つ か を見 て みる と， 確 か にそ のよ う な混 乱 し

た 状況 を 記述 して い る もの が 少なく な い（文一４）。

し かも， ② 以 下の よう に 単価 に 乗せ る 場 合に は契

約後の数量増減の見込みや中間支払い時期を考慮

して さま ざま な配 分 戦略 がた て ら れる。 入 札評 価

にお いて も， こう した 恣 意性 を 帯 びた 値入 れ の実

情 を積 算 土 （ＱＳ） が十 分 に見 通 した、ヒで評 価す る
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の だ そ う で あ る （文一３）
。

こう した 単価 マ ーク ア ッ プの 配分 戦 略は 前項 の

単価 契 約の 場合 に とく に 著 しく， こ の 点 が単価 契

約 の大 き な 間題 と なっ てい た。 単 価 契約 は 数量 が

未 確 定 の場 含に 採 用さ れ， しかも フ ル プライ ス 単

価 で あり， 出来 高 に応 じて 申 問支 払 いさ れる か ら

であ る。 各 項目 の単 価 に どの よう にオ ー バ ーヘ ッ

ドや利 益のマ ー クア ッ プ を配 分す る の が受 注者 の

キ ャ ッ シュ フロ ー にと って 得 策 かと いう 間題 は プ

ライ ス 単価 に はっ ねに つき ま とう。 こ れを 米国 で

はア ンバ ラス ド・ ビッ ドの 問題 と 称 して 多く の 数

理 的 研究 が なさ れて いた よ う であ る （文一６）。 こ

の よう な 単価 契 約の 特 性が・ 英国 で もっ とも 一 般

的な確定数量書付き総価契約にも引き継がれてい

る
。

こ う した 欠 点 を 排 除 す る た め か， プ レ リ ミ ナ

リ ー ズ部 門の ほ か に，ゼネ ラル オー バ ー ヘッ ド（一

般管 理 費） と プロ フィ ッ ト （利 益） をいっ しょ に

し た 部 門 を 設 け る 書 式
，

あ る い は
，

こ の ２ つ を 分

けて 表 示す る 書式， も使 わ れる よう である。 こう

して， 英 国の 総 価契 約 では利 益 の表 示 に関 して３

つ の タ イ プ が あ る と い う 回 答 も あ っ た （文一５）
。

なお， 前項 の単 価 契約 に つ いて も 同様 に間 接 費部

門 を持 つ 書式 が 米国 の研 究 者に よっ て 提案 さ れた

り し て い る （文一７）。

プライ ス 単価 的 な値 入 れ が一 般的 に なっ て いる

英国 の場 合 にも， 指名 サ ブコ ン部 分 に適 用さ れる

プ ラ イ ム コ ス ト 金 額 （Ｐｒｉｍｅ ＣｏｓｔＳｕｍ， ＰＣ サ ム
，

素原価， 仕入れ原価） や仕様未確定部分に対する

暫 定 金 額 （Ｐｒｏｖｉｓｉｏ撮ａｌＳｕｍ） と い う 伝 統 的 な 値 入

れ概 念 があ り， 値 入 れ実 務上 重 要で あり， こ れら

が 指定 さ れた 項 目に つ いて はコ ス ト単 価 に近 い 考

え 方 が適 用さ れ るよ う で ある。とく にＰＣサム の 場

合 の 仕入 れ原 価 と各 種 の値 引き や マー ク アッ プ分

の扱い方が各種の標準約款（ＪＣＴ 約款や政府工事

約 款）Ｉで かな り 詳細 に規 定さ れて おり， た い へ ん



に 興味 深 いと こ ろで ある が， 複雑 なた め 筆者 に は

理 解 でき ない と ころ が 多い。

と も あ れ， 英 国 で 実 際 の 取 引 金 額 と 値 引 き や

マ ーク ア ッ プ分 を透 明 に扱 う べき 項 目を プライ ム

コ ス ト項 目 と して定 義 を して 別扱 い する と いう こ

とは， そ う でな い 一般 の項 目 の 単価 はマ ー クア ッ

プ分 を含 ん だ プライ ス 単価 であり 得 る， む しろ そ

れが 普通 で ある と いう こ と を示 して いる よ う にも

思 わ れ る。 な お
，

全 面 的 に プ ラ イ ム コ ス ト の 概 念

が適 用 さ れる 形 は プライ ムコ ス ト契約 （ＰＣＣ） 方

式 と 呼 ば れ， い わ ゆ る 実 費 精 算 （コ ス ト プ ラ ス

フィ ー） 契 約 の一 種 に なる （文一８）。

糧
［数量Ｘ単価］部門と

４
、 間接費部門を区分する内訳書式

発 注者， 受注 考 間 で扱 わ れる 内訳 書 の多 く はこ

の書 式 であ る。 ［数量 × 単価コ部 門 のほ かに， 共通

費な い し間 接 費的 な部 門 を いく つ か持 つ。し か し，

何 を間 接費 と いう の か， 間 接費 を どう 区 分す る の

か， に よっ て 値 入 れす る単 価 の性 質 は違 っ てく る

だ ろ う。

こ こ では， 元 請者 に とっ て の本 支 店経 費 （一 般

管 理 費） や利 益を 間接 費 と みな し， 下 請 け者 の経

費 は直 接工 事 費の 単価 に 入っ て い ると する わ が 国

の建 築 工事 内 訳書 標準 書 式 の考 え 方に よる こ と に

する。 そ れで も直 接 費 と間 接費 の 区分 に は， 前 前

回 ［３］ で見 た よう に相 対 的， 連 統 的な と ころ が

あ る。 とく に 共 通 仮 設 費 や 現 場 経 費 と い う プ ロ

ジェク ト別コ ス ト であ り なが ら間 接 的 なコス トを

どち ら に入 れる か， が問 題 であ る。 実 際の 内 訳書

式 で は， ３ つ，
４ つ，

５ つ の 部 門 に わ け る 書 式 な

ど い ろ い ろ あ る が
， そ れ は 後 に 検 討 す る こ と と し

，

まずは観念的に ［直接費部門］十 ［間接費部門］ で

議 論 し， この 直 接費 部 門 が 〔数量 Ｘ 単価コ の形 で

表 わ さ れ る も の と し て お く。

さて， 間 接費 の 項目 が 設 けて ある 書 式 では， 直

接費 部 門に どんな 性質 の 単価 が値 入 れさ れ る のだ

ろうか？ 一 間接費 は間接費部 門に計 上す るか

ら， ［数最 Ｘ単 価コ部 門に お いて はコ ス ト単 価 が値

入 れさ れる と いう の が１ つ の考 え方 であり， こ れ

を 「ニコス ト単 価主 義」 と 呼 ぶこ とも できよ う。

し か し， 現 実 に は 必 ず し も そ う な ら な い。 ニコ ス

ト単価 を 値入 れ する 可能 性 が大 きく はなる が， そ

う でな い こ との 方 が多 い。 純粋 の コス ト単価 つ ま

り元下取引実際価格にく らべて見積り誤差以上に

高い 単 価 （マ ー ク アッ プさ れた単 価） が入 れ られ

る こ と もある。 逆 に低 い単 価 （マ ー ク ダウ ンな い

し ダン ピ ングさ れ た単 価） が入 れら れる こ とも あ

る。 こ う した 性質 の単 価 を 便宣 上 プライ ス 単 価 と

呼 ぶこ とに して い る が， す べて の間 接 費 が直 接工

事 の単 価 に割 り振 ら れる フ ル プライ ス 単価 と 同 じ

ではな い。 間 接 費の 一部 が 入る， ある い は入 り 得

る と いう 意 味 では 「ハ ー フ プライ ス 単 価」 であり，

細 目 によ っ てコス ト単 価 と プライ ス単 価 が 使い 分

けら れる 「混 合 プライ ス 単価」 という 性質 にな る

こ と も あ ろ う。

契 費精 算 （コ ス ト プラ スフ ィ ー） 方 式 という 契

約 方 式 に お い て は
，

コ ス ト 部 分 は 実 費 で あ り
，

そ

こ に 単 価 が 便 わ れ る と き は
，

い う ま で も な く コ ス

ト 単 価 と な る。 一 方
，

単 価 契 約 の 原 型 に お い て は
，

必然 的に フ ル プライ ス 単価 と なる。 で は， 総価 契

約方 式 にお ける 内 訳書 の 値入 れ 単価 につ い て は ど

う か？

・ コス ト単 価主 義 を実 現 でき る か

・ どう いう 条件 に お いて 成立 す るか

・ プ ラ イ ス 単 価 で よ い と す る か

・ ど の よ う な プ ラ イ ス 単 価 か

と いう 問 題 がさ しあた り 重要 で ある。 そ して， 半

プライ ス 単 価 が実 情 だと する 場 合に も， な ぜ， そ

う な る の か と い う 原 因 の 説 明 と 理 解 が 重 要 であ

り，
こ の あ た り の 考 え 方 に よ っ て

，
コ ス ト 単 価 主

義 か プライ ス 単 価主 義 か， ある い は この 両者 の ど
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のよ う な混 合 か， と った 値 入 〃贋行 が分 れる こ と

に な る
。

麟
変動対応ルールを完備すれば

５
． コスト単価になるか？

総価 方 式 でコス ト単価 の 値 入 れ慣 行 が成立 す る

に は， 設 計 変 更 や 価 格 変 動 の リ ス ク に 対 応 す る

ル ー ルの 整備 が 不 可欠 だ と前 回お よ び 前前 回に 述

べ た。 こ う した 観 点か ら， 日 本 の公 共 工事 標準 請

負 契約 約 款 を眺 めて み る と， 設計 変 更や 価 格変 動

に対 応す る 条項 が よく 整 備さ れて い る 印象 を受 け

る。 す なわち， 第１９条 （条 件変 更 等）， 第２０条 （設

計 図 書 の変 更） に おい て， 変更 によ っ て生 じる 工

期もしくは請負代金の変更 （これは契約の基本事

項 の 変 更に なる） を 行う か， あ る いは 必要 と なる

コ ス ト を発 注者 が 負 担す る （契 約の 基 本事 項 の変

更 に およ ばな い） こ とが 規定 さ れて い る。

ま た
，

価 格 変 動 （フ ラ ク チ ュ エ ー シ ョ ン 要 因）

に対 応 して は， 第２５条（賃金 又は物価の 変動に基 づ

く 請負代金 額の変更） があって， ス ライ ド条項， 単

晶ス ライ ド条項， イ ンフ レ条項が整 備されてき た。

こ の よう に， ス コ ー プ変 動 （条 件変 更， 設 計 変

更 な ど） に 対 し て も
，

ま た
，

フ ラ ク チ ュ エ ー シ ョ

ン （価 格変 動） に 対 して も，
一 定規 模 以上 の コス

ト増 に は 発注 者側 が 負担 す る規 定 が備 っ てい る。

不可抗力による損害にも一定の条件では対応する

よ う に な っ て い る。 そ う し て， 内 訳 書 式 の 方 は，

［数量Ｘ単価コ からなる直接工事費部門

十 ［共通仮設費コ十 ［現場経費］

十 ［一般管理費等コ

のように間接費部門すなわち共通費部分を多段階

に 区分 し て表 す 書式 で あり， 世界 的 に みて も間 接

費 部門 が きわ めて よ く 整備 さ れた 内 訳体 系 とな っ

て いる （た だ， 利 益 の 項目 が 明示 的 に は存 在 しな

い。 こ の 点 はアメ リカ の場 合 と対 照 的 である）。

この よ う に内 訳 書式 に間 接 費 的部 門 が整 備さ れ

て お り， か つ， 変 更や 変 動に 対 応す る条 項 が整 備

さ れた約 款 で契 約 する とき は， ［数量 × 単価コ部 門

の単 価値 入 れ にはコ ス ト単価 主義 が 成立 しそう に

も 思え る。 変 更や 変動 な どの不 確定 要 素に よ るリ

ス ク に 対 処 す る た め の コ ン テ ィ ン ジ ェ ン シ ー （予

備 費） 的な マ ーク ア ッ プは不 要 ある い は僅 少 です

む だろう し， また， 本 支店 等の 間接 部 門の 一 般管

理 費や 利 益を 入 れる 部 門が 内訳 書 式に きち んと用

意 さ れ て い る か ら で あ る。 し か し， 前 に 述 べ た よ

う に現 実 は必 ず しも コス ト単価 で はな い。 な ぜそ

う な の か は
，

軽 々 に い え る こ と で は な い が
，

あ え

て 考 えら れそ う なこ と をあ て ずっ ぽう に 挙 げて お

く と

① 現行の変更対応条項でカバーできない不確

定要 素 があ り， リ スク 要 因に なる。 予 備費 や

暫定 金額 項 目 が設 けて な い。

② 条 項 が整 傭さ れ てい て も， 予 算の 制約 な ど

によ って 実際 上対 応 でき ない 場 合 があ る。

③ 変 更 額 を 求 め る 方 法 に 甲 乙 協 議 が 多 く，

ルー ル化 の 効果 が すく な い。

④ 現行の間接費の想定内容項目にない項目に

費用 が 必 要 である。

⑤ 内訳 書 の間 接費 部 門に 実 際の 要求 よ り小 さ

く入 れ ざる を 得な い。

⑥ 総価 契 約に おい て はコ ス ト単 価値 入 れ 主義

は 無理 で ある。

こ れ ら が す べ て 当 た っ て い な い， あ る い は， 当

た っ て いる と して も影 響 は小 さい と す れ ば， では

どう いう 風 に 理解 でき る の か， と いう 間題 に なっ

て く る。

騒
プライス単価の現実性と

６
． 怒意性

以 上， 今回 は いろ いろ な 内訳 害式 と 値入 単 価の

関係 を 検討 してき た が， およ そ 次 のよう に い える

の で はな いだ ろう か ：
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（１） プライ ス 単 価 を入 れる しかな い 内訳 書 式は

あ る
。

し か し
，

（２） コ ス ト単 価 を入 れる しか な い内 訳書 式 はあ

り え な い。

（３） 内訳書 式が一般管 理費や利 益の部 門をも

ち， か つ， そ コこ十 分ウ ェイ トを 置い て値 入

れ でき る間 接 費 認知 環境 に なる ほ ど， 値 入単

価 はコ ス ト単 価に 近 いも の， い わ ば半 プラ イ

ス 単 価 に な る。

とも あ れ， わ れわ れ は プライ ス単 価 と いう も の

を もっ と 研究 する 必 要 があ る よう に 思わ れる。 英

国の 確 定 数量 書に 値 入 れさ れる 単価 は， ＰＣ 項 日

等 を除 け ば， プライ ス 単価 の 一種 で ある と推 測 さ

れる。 設計変更や価格変動に対する金額変更条項

がき わ め てよ く 整備 さ れた 契約 約 款 を用 い るに も

か か わ ら ず そ う で あ る。 こ れ は， オ ー バ ー ヘ ッ ド

や プロ フィ ッ ト を 計．上する 部 門 がな い書 式 だっ た

から かも しれな い し， 単価 契 約 的伝 統 から 来て い

る の か も し れ な い。 し か し
，

こ れ ら を 表 示 す る 部

門 を 設 け た 書一式 の 場 合 で も，
プ ロ フ ィ ッ ト は 小 さ

く 入 れら れ， 直 接 費部 門 には プライ ス 性 や 戦略一性

をも つマ ーク ア ッ プさ れた 単 価 が入 れ ら れる場 合

が少 なく な いよう であ る。

一 方， わ が国 の 公共 工 事の 内一訳書 式 で は， 間接

費部 門 が多 段 階的 に 区分 さ れ， かつ， こ れら の部

門に 相当 の ウェイ ト を置 き得 る 間接 費 認知 環境 に

ある。 この よう に 間 接費 部 門の ウェイ ト を認 知す

る環 境 にお ける 値 入 れ単 価 は， 恣意 性 や 戦略一性 が

相対 的 に 小さ い プライ ス 単価 になっ て い るの だ ろ

う か 。

総 価 契約 に おい て コス ト単 価 値 入を 徹底 す る こ

と は な か な か 難 し い。
一 方，

プ ラ イ ス 単 価 の 方 は

その 恣 意 性の 幅を どう 評 価 しコ ントロ ー ルす る か

が 問題 で ある。 こう した 値 入 れ単 価 のあ り かた を

検討 す るに も， 総 価契 約 し か選 べ ない 発注 環境 は

や は り 困る。 他方 で はよ りコ ス ト透 明性 が 高い 実

費主 義 （コ ス トベ ース） の方 式 をも 選択 で きる 環

境 を つく る 前提 で， プライ ス 単価 や 半 プライ ス 単

価 を 用 いる 方式 に つい て もそ の性 質， 情 報 源 シス

テム， 使い 方 （施 工難 易 度 等の個 別 性 への 対 応な

ど） を研 究 する 必 要が ある よう に 思 わ れる。
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